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第１号石積遺構(ミームングスク)西側より

第２号石積遺構(シニグンニ)西側より



序文

本報告書は昭和５９．６０年度に国・県の補助を得て実施した今帰仁城跡周辺遺

跡範囲確認調査事業の概要を記したものであります。

調査は59年度に城跡北西側の発掘調査を主に、６０年度は周辺遺構の確認調査

及び平板実測を実施、その成果が挙がっているところです。これまでに今帰仁

城跡周辺の遺跡は城跡と関連するものではないかと考えられていたもので、調

査結果からそれを裏付ける格好で遺構や遺物が検出されました。

遺構として、集落跡のものと考えられる石垣やグスク名の付く方形状石積み，

旧道跡、土留め壁、柱穴状遺構などが確認され、土器や中国陶磁器、鉄製品、

石製品などの遺物も出土している。

これらの遺構や遺物から同周辺は今帰仁城跡の範囲に含まれることが考えら

れ、その保護が必要になっている。

城跡との関連や時期等については不明な事もあり、その詳細については今後

の調査に委ねられます。

報告書を発刊するにあたり、本事業に対して御協力をいただいた関係各位に

感謝を申し上げます。報告書が今帰仁城跡周辺遺跡の保護と活用にはば広〈利

用いただければと願っております。

1986年３月

今帰仁村教育委員会

教育長大城勝三



４．１／5000の地形図は今帰仁村役場発行によった。
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１．本報告書は昭和59年度と60年度に実施した今帰仁（北山）城跡周辺遺跡調査の成果を記録

したものである。

２．調査は文化庁（80％)、県（10％）の補助を受けて、今帰仁村教育委員会が実施した。

３．１／50000の国土基本図は国土地理院発行によった。

例

５．本書の執筆は松田朝雄・松川章であたり、

第１、ＩI、Ⅲ、Ⅳ－１．２，Ｖ章

第Ⅳ章３．４．５

第Ⅵ章

編集は松川が行なった。

松川章（県教育庁文化課）

松田朝雄（今帰仁村教育委員会）

松田朝雄・松川章

６．資料整理は下記のメンバーで行なった。

洗浄・注記・実測宮里末麿・上間恵子・玉城成子・神谷朝子・新城恵子・渡慶次純子

トレース 与那啓恵・新垣千恵子・比嘉優子・安里和美

写真撮影松川章

７．出土した資料については、すべて今帰仁村教育委員会の資料室にて保管している。
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第Ｉ章位置と環境

国指定史跡今帰仁城（北山城跡)の所在する今帰仁村は、沖縄本島北部の東シナ海に突出し

た本部半島の北東部、東径127.58'、北緯26.48'に位置し、古宇利島および佐我屋島（無人島）

の２つの離島からなる。面積39.37km２，人口9,709人(昭和61年４月末現在）で、サトウキビ、

葉タバコ花井等の比較的多彩な農業形態をみせる純農村である。

今帰仁村の地質は、北側の新生代琉球層群と、中・古生界に属する南側の与那嶺層および西

側の今帰仁層の３つに分けられる。また、地形は村の中央部南側に標高289ｍの乙羽山があり

それから表面傾斜が１５～30.の斜面を有する山地が東西に連なる。村の北側は石灰岩段丘の展

開する平野部で、集落の多くは本地域にみられる。

今帰仁城跡は、字今泊ハンタ原に所在し、今泊部落から南へ約１kmの距離にある。標高ｌＯＯ

ｍをはかる古生期石灰岩丘陵上に築かれ、俗称本丸・御内原・大庭・大隅・志慶真門などの郭

からなる多郭式の城である。史跡指定面積78,868.5m２，石垣は古生期石灰岩で積まれ、高いと

ころで約７ｍ、幅約４ｍ、総延長は約1.5km余に達する。城跡一帯は古生期石灰岩を基盤とす

るカルスト台地である。城の東は比高差70～80ｍの渓谷になっており、城の北約400ｍの距離

にあるミームングスの北側まで続き、その下を志慶真川が蛇行している。北西部一帯はなだら

かな段丘状の地形を呈し、南西部は円錐形の丘がみられるカルスト地形を呈している。

城跡周辺には、今帰仁城の出城ではないかと言われるミームングスクとターラグスクが知ら

れている(註１）。また、城の北側の段丘には石積遺構や石塁などがある(註２）。今帰仁村内に

おける遺跡の分布状況は、ほとんどが北側の平野部で確認されており、丘陵部に認められるの

はシイナグスク、ハナグスク等のグスク時代に属するものである。

城内の発掘調査は志慶真門、大隅、本丸で実施され、郭間の性格や機能あるいは造築法等が

かなり解明されてきている。

註ｌ「今帰仁城跡発掘調査報告Ｉ」今帰仁村教育委員会1983年

註２「ぐす〈」沖縄県教育委員会1983年３月

－１－
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第II章調査の経過

調査は昭和59年度と60年度の２年度事業として実施された。第１次調査は石垣等の石積遺構

の認められない地域を対象として、発掘調査を行なった。第２次調査は史跡指定地外に存在す

る石垣等の石積遺構や旧道等の確認と検出作業を行なった。

第１次調査

第１次調査は昭和60年１月21日から３月31日の期間で実施した。調査地は集落跡の存在が想

定される、城跡の北西部にひろがる石灰岩段丘上とした。段丘は県道115号によって東西に二

分される。東側には石垣等の石積遺構が確認されていることから、遺構の認められない西側を、

発掘調査の対象地とした｡‘

西側は概ね５段の石灰岩段丘からなり、各段丘は便宜上北側からＩ区・ＩI区…･･･Ｖ区とし、

現在、畑地として活用されていないⅢ区の代採作業から始めた。調査区全体には、城跡の北側

の城壁上にある２点のトラバースポイント（Ｘ76,241.237Ｙ42,933.673Ｈ94.698,

Ｘ76,219.013Ｙ42,908.695Ｈ95.511）を基準ラインとして、２ｍ×２ｍの方眼を被せた。調

査は各区ごとに遺物包含層および遺構の検出を目的として、Ｉ区から発掘調査を始めた。

第１区は４グリットを設定し、発掘を行なったが、少量の遺物が得られただけであった。第

１I区はサトウキビ畑で、収穫がまだなされてなく、最後に調査を行うことにした。第Ⅲ区は段

差の小さい３つの段丘で構成され、区の西側は石灰岩が露頭している。本区は南側のグリット

から発掘調査を行ない、No.６グリットで黒褐色の遺物包含層が確認された。また、ＮQ６．８．

９．１０．１３の５グリットでは、地山面においてＰit状遺構が露われた。No.６グリットは、プラ

ンを把握するために拡張したのであるが、落ち込みが無数にあり、結局プランを把握すること

はできなかった。Ｐit状遺構の検出層である黄褐色土層は、層中に褐色土を混在しており

造成層と考えられた。ＮＱ７グリットでは、表土層下部から第１I層の上部にかけて、喫群が認め

られた。第Ⅳ区は第111区の西に位置し、石灰岩の露頭するところである。黒褐色土層はNQ17グ

リットで認められ、また、岩盤の穴の中に落ち込みをｌ例検出できた。第Ｖ区は第Ⅳ区の南

西にあるサトウキビ畑の地区で、２グリットを発掘調査した。ＮＱ２グリットで淡褐色土層は認

められたものの、明確な遺物包含層はなかった。また、No.ｌグリットにおいて、Ｐit状遺構が

３例検出された。第１I区はサトウキビの収穫された範囲の発掘調査を実施した。本区の中央部

に設けたNQ3グリット以外は、地山あるいは岩盤までの深さが20～50ｃｍと浅く、暗褐色土層は

ＮＱ３グリットとＮＱ４グリットの地山直上で認められた。ＮＱ５グリットを除く４つのグリットで

Ｐit状遺構が検出され、ＮＱ３、４の２グリットは造成層を検出層としている。

第１I区の発掘終了後、県道東側の第号方形石積遺構と旧道の代採作業と併行しながら、調

－４－



５ 画
Ｂ ［ 図

第
３
図
グ
リ
ッ
ト
設
定
図

ﾛ
ﾍ
ﾐ

４
第
１
灰

県
道
1
1
5
号

３ ■
■

逗 誕 ３ ，

－ ４ □

１ 回

廻 国

画 １
と

６

１ ■
３ － 画

ザ

２ 一 風
２ 口

４ 厘

１ 週 口

４
０
ｍ

－
５
－

1４ １
１１ ■

３

蕊
蝿
；

１６ １－１
■

７ ［ ■

□
－
へ

雛
厘

６ － ■ ’

■
１

■



査区の平板実測を行なった。

第２次調査

第２次調査は昭和60年12月１６日から同月27日、昭和61年１月７日から同月１７日の期間で実施

した。調査は史跡指定地外に存在する石垣、土留め石積、ミームングスク等の方形石積遺構等

の確認および検出作業を行なった。また、便宜上、県道１１５号の東側を東区、西側を西区とし

東区より始めた。

東区の県道沿いには、石垣、石積遺構等が確認されており、南側より追求しながら代採作業

を行なった。その結果、石垣は比較的広範囲にわたって築かれており、その内部に小規模な郭

を形成していることが解った。付近一帯は段丘状の地形を呈するが、段の壁面に土留めの石積

が認められた。また、石垣の北側には方形石積遺構と磯をドーナツ状に配石する円形の遺構が

位置していた。この一帯の平板実測後、城跡の北東にある旧道の調査に移った。代採作業は旧

道沿いの方形石積遺構（ミームングスク）から始め、次に草木の繁茂する旧道を行なった。旧

道は自然地形を活かして設けられ､石段を築いたり、凹地を造成しているところ等がみられた。

また、ミームングスクと旧道を隔てた反対側には、小規模な石垣跡が新たに検出された。

西区は石垣および､土留め石積等は認められなかったものの、ターラグスクを含め４ヶ所の丘

上で計８基の方形石積遺構が検出された｡規模的には､ターラグスクが西区のミームングスクと同

程度のもので、他は小規模なものであった。後者には石積を３基有するものが２ケ所で認めら

れた。ターラグスクは大部分崩落し、保存状況は悪く、他は比較的良好であった。

－７－



第III章層序

今回、発掘調査を実施した石灰岩段丘では、第１区を除く４区で黒褐色の落ち込みを検出で

きたが、遺物包含層は第１I区のNQ２．３．４，第Ⅲ区のNol～３，６～８，１０，１３，第Ⅳ区NOL

５の計12グリットで認められた。第１I区のNo.３と第Ⅲ区No.６．７の３グリットは遺物包含層の

保存は良いが、他は地山直上に僅かに残る程度であった。

第１区

本区はNo.２グリットを除く３グリットは、表土層（耕作土）と黄褐色土の地山層あるいは基

盤の石灰岩がみられた。ＮＱ２グリットは中位に淡褐色土層が認められ、少量の遺物が得られた。

第１I区

第１層は褐色の耕作土である。第２層は黒褐色土層で、Ｎ０２．３．４グリットで認められる。

遺物を比較的多く含む層で、No.３グリットは層厚30cmをはかり、ＮQ２．４グリットは地山直上

に僅かに残る。Ｎ０３．４グリットの地山層の黄褐色土は、層中に褐色土を混在しており、造成

層と考えられた。

第Ⅲ区

第１層は褐色あるいは淡褐色の表土層である。第１I層は黒褐色の遺物包含層で、ＮＣ１．２．

３．６．７．８．１０．１３の８グリットで認められた。No.６．７の２グリットは比較的良く残っ

ているが、多くは耕作の際に撹乱を受けたものと考えられ、地山直上に僅かに残る状況であっ

た。No.６．８．９．１０．１３の５グリットの地山層は第１I区No.３．４と同じ様相を呈しており、

造成層であろう。

第Ⅳ区

７グリットを設けて発掘調査を行なったが、黒褐色の遺物包含層はＮＱ５グリットでみられた。

NQ6の第１I層は淡褐色を呈するものの遺物を混入しない無遺物層である。他の５グリットは表

土層のすぐ下には黄褐色の地山あるいは基盤の石灰岩が位置する。

第Ｖ区

No.１グリットは、Ｐｉｔ状遺構が検出されたが、黒褐色の遺物包含層は認められなかった。Ｎｏ．

２グリットは、第１層は淡褐色の耕作土層で、下部では炭片の混入が認められた。第１I層は褐

色土層で、少量の遺物を混入している。第Ⅳ層は黄褐色の地山層である。

－８－
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第Ⅳ章 遺 構

第１次調査では敷石遺構とＰｉｔ状遺構が検出され、前者は第１I区ＮＱ７グリットでみられ、後

者は第１区を除く４区のグリットで認められた。第２次調査では、石垣、土留め石積、旧道、

計基の方形石積遺構が確認できた。方形石積遺構は名称を有するものと無いものがあり、その

ため、東側から順に番号を付すことにした。

１．敷石遺構

第１I区No.７グリットで検出された。表土層下部から第１I層上部にかけてみられ、グリットの

南西側に片寄り、南東から北西に緩やかな傾斜を示している。また、磯は比較的大型のものを

上部に、小型の磯を下部に配石している。今回の調査では、時間的制約のため敷石の広がり、

あるいは性格等を究明するには至らなかった。

２．Ｐｉｔ状遺構

Ｐｉｔ状遺構は径の小さい柱穴状のものと、土拡状のものがあり、多くは前者に属するもので

ある。

第１I区は発掘した４グリットで認められた。特にNQ３．４グリットでは多く検出され、この

一帯が集落跡であることが考えられる。また、この２グリットのＰｉｔ状遺構は、造成層に設け

られている。

第Ⅲ区はNOL６．８．９．１０．１３の５グリットで検出された。この５グリットの遺構検出層は

第１I区N０３．４グリットと同じ造成層である。ＮＱ６グリットはプランを把握するために拡張し

たが、Ｐｉｔが無数にあI)、プランを確認することはできなかった。Ｎ０６．８．９．１０．１３グリ

ットの一帯が、集落跡である蓋然性は強い。

第Ⅳ区はNQl7グリットで、石灰岩の穴に黒褐色の落ち込みを１例検出できた。

第Ｖ区はＮＱ１グリットで、３例が検出された。本グリットの黄褐色土層も、褐色土の混在が

認められ、造成層であろう。また、ＮＯ２グリットは南壁近くでｌ例認められた。

３．石垣および土留め遺構

第１次調査区と県道を隔てた東側一帯にみられる。一帯は石垣が比較的良好な状態で残り、

長いもので幅1.2ｍ，高さ１．３ｍ、長さ約40ｍである。現状では畑地となり、周囲に石垣が廻ら

される。畑地と畑地には段差が設けられ、その壁面に石積みされ、土留めの機能をなしている。

畑地より土器や中国陶磁器などが採取される。同所はアタイバルと称され、いくつもの石垣囲

いの畑地や平場があることより、屋敷跡と考えられるところである。また、試掘調査により遣

－１０－
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物包含層とＰit状遺構が確認できた。近くには「オーレーウドウン」と称される拝所や「シニ

グンニ」と呼称される方形石積遺構がある。

４．旧道

今帰仁城跡の北側約４００ｍにあり、総延長300ｍをはかる。造られた時期は不明であるが、

昭和初期頃までは城跡周辺の長獄集落や志慶真集落とを繋ぐ重要な生活道として使用されてい

る。旧道はグスク道、ハンタ道、アタイ道などと呼称される。グスク道のグスクは今帰仁城跡

を指すもので、ハンタ道、アタイ道は道を界しての小字名の名称から呼ばれるようである。

道幅は２～４ｍのもので、所々に階段をこしらえる工夫がなされる。土留めの法面壁には人

頭大の石を簡単に積み、道の両側に縁石を設ける箇所などがみられる。また、平担部にいたっ

ては径５cm内外の磯が敷かれる。自然の岩盤を道として取り入れ、両側には道幅を標示する琉

球松が植栽される。旧道の南側周辺には、ミームングスクと称される石積み遺構や集落跡とお

もわれるところがあり、旧道はそれらとの関連で検討されよう。この旧道が今帰仁城跡との結

合で「歴史の道」としての環境整備が侯たれる。

５．方形石積遺構

第１号石積遺構（ミームングスク）

本遺構は今帰仁城跡志慶真門郭の北側約500ｍ、標高67.3ｍの丘陵上に位置し、地元では「ミ

ームングスク」と称している。グスクの東側は急崖で、志慶真川が直下に流れる。北側から西

側および南側にかけては、緩やかな傾斜地形を示し、北方に東シナ海を眺望できる見通しの良

いところである。遺構の西側10ｍの距離に「旧道」が南北に走る。

遺構は代採作業の結果、平面形が方形で、３段構成であることが解った。下段部は18×19ｍ

最上段部が12×９ｍである。最上段の中央部に略方形をした浅い凹みがみられ、玉砂利が詰め

られる。なお、同所および周りからの遺物の採取はない。このグスクからは、城跡内の「志慶

真門郭」や南西方向の「シニグンニ」などの遺構も確認できる位置関係にある。本グスクは今

帰仁城の出城ではなかったか、ともいわれるが、その関連については本格的な調査を侯つこと

にしたい。

第２号石積遺構（シニグンニ）

シニグンニと称される遺構は、今帰仁城跡の北西約１５０ｍ、標高79.7ｍのヤマグワーと呼ば

れる丘陵上に築かれた石積遺構である。遺構は古生期の石灰岩盤上に造られ、北東側にミーム

ングスク、西側にターラグスク、チンマーサなどと、関連すると思われる遺構が見渡せる高所

に位置している。平面形二重の方形で、石段が施設される。下段に６．５×６．０ｍ、高さ０．５ｍの

石積み土台を築き、その上に４×４ｍ、高さ0.7ｍの石積みがなされ、天端高が揃えられてい
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る。上段中央に直径1.2ｍの円形の浅い凹みがみられる。また、西側に長さ２．４ｍ、幅１．８ｍ･の

石段が取り付けられる。

南側に隣接して径５～６ｍの円形状の雑な石塁遺構があって、それとの関連も注目される。

なお、シニグンニについて、地元では以前に拝所として利用していたようであるが、現在で

は遺構そのものも知られていない状況である。

第３号石積遺構

本遺構は城跡の西側約１００ｍ、標高70ｍの独立した丘陵上に造られるもので、その所在さえ

知られてなく、名称もない。丘陵全体が石山で、遺構は岩盤上に石積みされる。規模は4×２．５

ｍ、高さ約１．５ｍで、長方形状を呈し、方向軸は概ね南北に向いている。周囲は北から西側に

かけて谷間で、見通しの効く位置にある。本遺構は他に階段や香炉といった施設を伴わず、祭

祁等に使われた痕跡も見あたらない。また、本遺構にまつわる伝承や遺物の採取もなく、全く

不明の遺構である。

第４号石積遺構

第４号遺構はナハサーラと称される標高85ｍの岩山に築かれるもので、３基が確認されてい

る。遺構はほぼ東西に連なるように配置される。西側から、順にＡ、Ｂ、Ｃと仮称しておく。

遺構は丘陵頂上部の岩盤上に直接積む簡素なものである。

Ａ遺構は３×４ｍの雑な石積みで、崩壊が著しく、喫が周りに散在する。石積みの外壁は大

型の磯を使用し、内側に人頭大の磯を詰めている。

Ｂ遺構はＡ遺構と凹地を狭んだ東側１２～13ｍの距離にあり、岩盤に直接積まれるもので､３基

の内で最も規模の大きいものである｡4×４．５ｍ､高さ４ｍ程あり、基部は幅60～70cm、高さ１～

１．２ｍの段を四方に廻らし、補強をなしている。他の２基よりやや北側に位置し、頂部は平場

で、南から北へ傾斜している。石積みの保存状況はあまり良くはない。

Ｃ遺構はＢ遺構の東７ｍにあり、遺構の東側は急な崖で谷間となる。視界のひろがる位置に

あって、他の石積遺構や城跡内の展望台も見渡せるところに立地している。遺構は６×２ｍの

岩盤上に積まれ、規模は２×２ｍ、高さ１ｍほどである。上面は南へ傾斜している。

これら３基の周辺から遺物は採取されず、遺構の機能等については不明である。

第５号石積遺構（ターラグスク）

本遺構は第６号遺構（チンマーサ）から北西へ約200ｍ、標高65,余の丘陵頂上に築かれる

方形状のもので、地元では「ターラグスク」と称している。周りには旧日本軍の掩体壕が掘ら

れ、頂部東側は平担地で、北および西部は急斜面を呈する。遺構はｌ辺約10ｍのもので、崩壊

が著しく、原形を留めない状況である。中央部に５ｍ四方の石積跡があり、段状の遺構であっ
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第10図石積遣構周辺の地形
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たものと’思われる。遺構の東側には長さlOm、幅１．２ｍ、高さ50cmの盛土がある。呼称につい

ては知られているが、それ以外については不明である。

第６号石積遺構（チンマーサー）

第２号石積遺構（シニグンニ）の西約200ｍ、標高７４２ｍの丘陵上に築かれる３基の石積み

で、付近はシンミヌファイと称され、地元ではこれらを総称して「チンマーサー」と呼んでい

る。東にシニグンニ、北西にターラグスクを見通し、南北に並ぶように配される。北側から順

にＡ、Ｂ、Ｃと仮称しておく。

Ａ遺構は石灰岩の岩盤を利用して築くもので、規模は３×２．２ｍの方形を呈し、高さ１．５ｍを

計る。中に90×90cmの方形でやや深い凹みがみられ、人為的な破壊の感じを受ける。南壁に崩

れがあり、周囲に磯が散在する。

Ｂ遺構はＡ遺構の南15ｍにあり、規模は２．１×２．６ｍ、高さ１，余である。本遺構も崩落して

いるところがあり、人為的に荒らされた感じを受ける。以前には人骨が納められていたようで

あるが、確認できない状況である。周辺は平担でテラス状になり、土留め状の縁石を廻らす箇

所があり、詳細な調査が必要である。

Ｃ遺構はＢ遺構から連なる幅１ｍ、長さ１０ｍほどの帯状の石塁によって繋がる。３基のうち

で最も大きく、４．５×５ｍのもので、中央部にｌ×１．５ｍ、深さ30cmほどの長方形状の凹みがみ

られる。遺構は自然の岩盤上に築かれ、南面は切り立つ岩盤面をそのまま利用し、その上に積

み上げている。高いところで２ｍほどである。また、南側岩盤面に寄り重ねるかたちで、幅６０

cm、長さ６ｍ、高さ0.7～１ｍほどの二重積みも確認される。

Ｂ遺構では納骨がされていたことより、墓として利用されたことも考えられる。

第７号石積遺構（ミーパンガーシルシ）

６号遺構（チンマーサー）の南西約300ｍ、標高70ｍの大きな岩盤上に造られるもので、地

元では「ミーパンガーシルシ」と称している。遺構は東西に５ｍ、南北に４ｍの長方形のもの

で、壁の最も高いところで１．３ｍほどである。

積み方は雑で壁面は崩れかかっている。遺構は以前から知られていたようであるが、禁忌な

場所（墓）として足を踏み入れなかった、とのことである。東西方向は視界が効くところであ

る。他には遺構がなく、また遺構周辺からの遺物の採取も得られてない。

いつ頃、何のために造られたかは明らかでなく、今後の調査をまつことにしたい。
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第１表人工遺物出土表
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第Ｖ章遺物

今回の調査で検出された遺物は、青磁、白磁、染付等の中国製陶磁器、備前焼の播鉢、土器

ガラス製品、石製品、骨製品、貨銭、銅製品、鉄製品、鉄倖、貝殻、獣魚骨などが得られた。

１．青磁

青磁は最も多く出土したもので、碗、杯、Ⅲ、盤、壷の５器種が認められた。復元して器形

の窺えるものはなく、ほとんど小破片であった。

碗（第13図１～13）

ｌは内面に草花文を施すもので、比較的精良な製品である。外体面にも文様を施しているが

粕が厚く、気泡を多量混入しているために、判然としない。

２，３，４の３点は、外体面に幅広の無縞蓮弁文を施すもので、この種の資料は９点の出土

があった。２は体部下半に片切り彫りの幅広蓮弁文、内面に草花文を施している。３は口縁部

の直口するもので、暗緑色粕が比較的厚く施軸され、内外面に粗い慣入を伴う。４は口縁端が

微弱な内湾を示すもので、淡緑色の失透粕がかかる。

細線刻蓮弁文を施すものは68点（口縁資料）の出土があった。５は弁先が波状に便化する直

口口縁碗で、口径14cmを測る。６は蓮弁文の弁先を省略したもので、濁黄緑色の失透粕がかか

る。

雷文帯の施されるものは16点の出土があり、志慶真門郭出土の雷文帯碗の分類に従えばＡタ

イプ（箆描きの雷文帯を外体面上部に廻らすもの）１５点、Ｂタイプ（スタンプの雷文帯を内・

外体面上部に廻らすもの）１点であった。第１３図７と８に示したのはＡタイプに所属す:るもの

である。７は雷文を独立させて施文する直口口縁で、口縁に計９個の雷文を施すものである。

文様は下位にも展開していたようで、普通この種の雷文帯碗の胴部にはラマ式蓮弁を施文する

ことが多い。８は雷文帯の下位と内面に刻花を施すもので、透明度のある淡緑色粕の施粕され

る直口口縁碗である。

無文の碗と認められる確実な資料は27点あり、玉縁状口縁を呈するもの５点、外反口縁10点、

直口口縁14点であった。第13図９に示したものは直口口縁の資料で、素地、粕とも粗悪なもの

である。

碗底部と考えられるものは第13図１０．１１．１２．１３に示したものである。１０は内底部に刻花を

施文している。外底は露胎にされ、暗緑色粕が施粕されるが、畳付は褐色に焦げるところがあ

る。１１は高台を若干外開きにつくるもので、外底中央部は円錐状に突出している。１２は幅広の

無縞蓮弁文を高台際まで施すもので、碗あるいは皿の底部と考えられるが、とりあえず本

項に含めておく。１３は高台外面に淡緑色粕、内底部と外底内は淡青白色粕を施すもので、内底
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第２表青磁碗観察表

部には黒紫色に発色する呉須も認められる。本品は造り、施粕法等から１４世紀前半の砧様式を

意匠したものと思われる。

注Ｇ－グリット

杯（第13図14）

口径約７センチをはかる直口口縁で、外体面には弁先が波状に便化する細線刻蓮弁文を施し

ている。緑色粕が施粕され、外体の粕表面には微細な孔が認められる。素地は白色微粒子であ

る。第１IグリットＩ層の出土。

－２５－

挿図番号

図版番号

径
高
径坐ｒ

口
器
高
素地 施紬 軸色 仙入 文様 備考

１

淡灰白色微

粒子

軸は厚く施紬さ

れ、気泡を多量

含む

濃緑色 なし 外一？

内一草花文

精良な製品であ

る

第１Ⅱ区ｌ２ＧＩ層

２ 〃

内外面ともやや

厚い和lがかかる
色
色

紳暗
緑
一
一
外
内

外面の腰部

に荒い俄入

外一無鏑辿弁文

内一草花文 節II区３ＧＩＩ層

３

灰白色微粒

子 淡緑色

内外面Iこ焼

い仙入

外一無銃巡弁文
？
● 第１Ⅱ区６Ｇ

Ｐｉｔｌ３

４

1５．６ 白色微粒子． 失透

淡緑色 〃

外一細線刻辿弁

文？

第Ｖ区２GII層

５

1４．０ 淡灰白色微

粒子 灰緑色

内外面に細

い悩入

外一便化した弁

先を拙く細

線刻迩弁文 第Ｖ区２ＧＩ層

６

灰色のやや

判

失

濁黄緑色

外面に荒い

悩入

外一弁先を省略

した箆彫り

の細線刻辿

弁文 第１Ⅱ区２ＧＩ層

７

1２．０ 淡灰白色微

粒子

淡緑色

なし

外一口縁部に糊

文帯

髄文は口縁部に

９個施される

第１I区５ＧＩ層

８ 〃 〃 〃

外一口縁部一糊

文科

川部に刻花

文

内一口縁部に刻

花文 第Ⅲ区６ＧＩ層

９

1２．０ 灰色のやや

粗粒子

灰緑色 内外面に細

い悩入を伴

フ

第１Ⅱ区1ＯＧ

Ｐｉｔｌ

１０

５．４

灰色微粒子 高台内途中から

外底は露胎

暗緑色

なし

内底に印花文

第１Ⅱ区７ＧＩＩ層

１１

５．０

灰色のやや

粗粒子

高台内面と外底

Iま露胎 〃 〃

外底中央部は円

錐形状に突出

第１Ⅱ区７GII層

1２
４．２

灰色微粒子 畳付から外底内

Iま露胎

高台外而は粗〈

施粕される

外一暗緑色

内一淡緑色

〃

外一細線刻迩弁

文を高台際

まで施文 第Ⅲ区６Ｇ

Ｐｉｔｌｌ

1３
４．０

白名微粒子 高台外途中から

外底は撫胎

外一淡緑色

内底と外底

は淡青白色

〃

内底に染付が施

される ０

第１I区ｌＧＩＩ層
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第３表青磁皿観察表

皿

青磁Ⅲは第Ｂ図に示したもので、口縁部５点、胴部１点、底部２点が確認できた。１は朱光

青磁と呼ばれるもので、器内面に櫛描き文が施される。碁荷底皿であろう。２と３は口縁部の

外反する腰折皿で、３は口縁端部が若干丸味をもつ器形である。２は腰折部にはトビカンナの

成形痕を残す。６と５は口縁部の直口する小型Ⅲで、５は器内面に箆描きの幅広連弁文を施し

ている。４は口唇部がラマ式連弁の弁先形の稜花状に凹む稜花皿である。内面口縁部には口唇

の弁先に合わせた３本の櫛描文、胴部に印花文が施される。７．８は皿底部と考えられるもの

で、７は外底内が露胎で、高台内際に快りがみられる。８は直口口縁Ⅲの底部と考えられ、内

底は施粕後、円形に掻きとられる。外底は露胎で、平担に削り出される。

注Ｇ－グリット

盤

盤は第１５図１～５に示したもので、口縁部３点、底部２点である。口縁部資料は鍔縁盤に属

するもので、底部も器形からして同種のものと思われる。

１は鍔上面を斜めに造るもので、内面胴部に粕の濃いところがあるが、文様かどうか判然と

しない。２は内面胴部に幅約７ミリの箆彫り蓮弁文が施される。３は鍔上面が１．２より広く

つくられ、内面胴部に櫛描き文を認めるが、粕表面の風化のため不明瞭である。４．５の底部

－２８－

挿図番号

図版番号

径
高
径《ロ

ロ
器
高
素地 施軸 軸色 慣入 文様 備考

１

灰白色微粒

子

軸は薄く施粕さ

れる

畳付は露胎であ

る

淡灰白色

なし

内底に櫛描文 朱光青磁

第１I区４ＧＩ層

２

1１．４ 淡灰白色微

粒子

内面は薄く、外

面は比較的厚〈

施軸

失透紬である

青緑色

〃

第皿区表採

３

1０．２ 灰白色のや

や粗粒子

内外面ともほぼ

均一に施紬され

る

淡緑色 内外面にや

や荒い慣入

第１I区３ＧＩＩ層

４

淡灰白色微

粒子

粕は比較的厚〈

施軸される 〃 なし

第ⅡI区７ＧＩ層

５

８．０ 白色微粒子

暗緑色 〃

内面に箆描きの

幅広連弁文

第１区ｌＧｌ層

６

1１．８ 灰白色微粒

子

内外面とも薄〈

施粕 淡緑色
〃

内一口緑部に３

本の櫛描き

文

胴部にラマ

式蓮弁文

第皿区６Ｇ

Ｐｉｔ７

７

５．０

〃

高台内面と外底

(ま露胎 〃 〃

高台内は浅く音I’

られる

第皿区１７ＧＩ層

８
７．０

〃

内底は施紬後掻

きとる

高台内面と外底

は露胎

〃

内外面に荒

い慣入

外底は平担に削

り出される。

第１区ｌＧｌ層



第４表青磁盤観察表

Iま鍔口縁器形のものであろう。４は暗緑色粕が畳付け、外底まで施粕される。５は高台外が若

干丸味をもつもので、淡緑色粕が施されるが、内底と外底内は極めて薄くなされ、白色を帯び

た色調となっている。

注Ｇ－グリット
壷

青磁壷は大壷の酒会壷が得られた。口縁資料はなく、蓋、胴部・底部が得られた。その中で

胴部２点、底部１点を第１５図６．７．８に図示した。

６は二本の界線と無縞蓮弁文の施される胴下半部の資料である。内面には鞭輔成形痕を残す。

紬調は外面暗緑色、内面淡緑色を呈し、素地は灰白色微粒である。第Ｖ区NO2グリットＩ層の出土。

７は片切り彫りの荷葉文類以の文様を施文する。素地は淡白色微粒で、粕調は外面緑色、内

面淡緑色を呈する。第Ⅲ区ＮＱ６ＣグリットII層の出土

８は酒会壷の落とし底の資料で、粘調は外面黄緑色、内面灰緑色を呈し、内外面とも比較的

厚く施粕される。素地は淡灰白色の微粒である。第Ⅲ区ＮＱ７グリットＩ層の出土

2．白磁

白磁は碗と皿の２器種が得られた｡また､小皿底部の転用品である遊具も１点検出されている。

碗

碗は第１６図ｌ～８に示す８点が確認できた。その内訳は口縁部５点、底部３点である。ｌは

口縁端に粕の施されない口禿の碗で、口縁部が僅かに外反する器形である。２は器厚が比較的

厚く、口縁部の内湾するもので、ビロースクタイプ（註ｌ）と呼ばれる資料である。３は口縁

上部で僅かに凹み、外反する器形で、端部は丸く仕上げられる。５は口縁部の直口する浅い碗

で、透明な朱色粕が薄く施粕される。４は内底に印花文を施すが、施文が浅く、失透粕のため

不明瞭である。高台内ぐりは浅く雑に削り出される。７は内底に円形のスタンプが施されるが

2/3程欠くため詳細は不明。６は淡いオリーブ粕のかかる直口口縁の碗で、内外面にかなり細

－２９－

挿図番号

図版番号

名称

又は

仮称

口径

器高

高台径

素地 施軸 紬色 慣入 文様 備考

１

鍔縁口

縁

淡灰白色の

やや粗粒子

比較的厚めに施

紬される 黄緑色

内外面に細

い慣入

第１Ⅱ区７ＧＩ層

２ 〃

灰白色微粒

子 〃 淡緑色

内外面に荒

い‘|貫入

内面に箆彫りの

蓮弁文

第１I区３GII層

３ 〃 〃 〃 淡青緑色 なし

内面に櫛描き文 文様は器面風化

のため不明瞭

第Ｖ区２ＧＩ層

４

口
形
部

縁
器
底

鍔
縁
の

淡灰白色微

粒子

比較的厚目の紬

を畳付および外

底まで施軸

暗緑色

第１I区３ＧＩ層

５ 〃 〃

内底はやや厚く

高台と外底は薄

く施粕される

淡緑色

内面に荒い

慣入 第１Ⅱ区６Ｃ

GII層
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かい慣入を伴う。８は浅碗の底部で、内底は若干盛り上がる。内底は施粕後、拭きとり露胎に

している。

註１．「掘り出された沖縄の歴史｣沖縄県教育委員会1982年

第５表白磁碗観察表

皿

Ⅱと判別できたものは第16図９～14に示した６点である。９は口径７．５センチの小型Ⅱで､、

器形的には志慶真門郭出土のⅢ分類Ⅵの扶入高台Ⅱと類以する。畳付は研磨がなされ、滑面を

呈する。１１は薄手の外反口縁皿で、口径は15.0センチをはかる。１４は直口口縁皿で、口縁端部

が微弱な肥厚をなすものである。１０は碁笥底皿で、畳付は露胎にされる。１２は薄手の外反口縁

Ⅱの底部で、露胎の畳付に砂粒が付着している。外底の粕面には小孔が認められる。１３は高台

の造りが１２と類以するもので、薄い失透粕がかかる。

注Ｇ－グリット

第６表白磁皿観察表

－３２－

挿図番号

図版番号

名称

又は

仮称

径
高
径《ロ

ロ
器
高
素地 施軸 粘色 慣入 文様 備考

１

７．５

２．０

４．２

白色微粒子 内底は施粕後払

きとられる

畳付と外底は露
ム
ロ
側
〃

淡黄白色 内外面に細

かい慣入

畳付は研磨され

る

第１I区６ＧＣ

11層

２

外反口

縁

1５．０

〃

薄い失透紬 淡灰白色

なし

薄手の製品であ

る

第１I区６Ｇｂ

２層

挿図番号

図版番号

名称

又は

仮称

径
高
径一口

口
器
高
素地 施紬 粕色 慣入 文様 備考

１

口禿皿 白色微粒子 口縁端は露胎 淡青白色

なし

第ⅡI区６．ＧＩ層

２

内湾口

縁 1５．８ 〃

内外面ともやや

薄く施粕

灰白色
〃

ビロースクタイ

フ｡

第１Ⅱ区１４Ｇ表土

３

外反口

縁

淡灰白微粒

子 〃 〃 〃

第１区２ＧＩＩ層

４

直ロロ

縁

1５．８ 淡黄色のや

や粗粒子

〃

内面上部に紬垂

れがみられる

米色 内外面に極

めて細い慣

入

第１Ⅱ区６Ｇ

Ｐｉｔｌｌ

５
５．６

淡灰白色微

粒子

外面は腰部から

外底まで露胎

粕は薄く、失透

紬である

淡灰色

なし

内底に印花文 印花文の外側に

浅い凹線が認め

られる 。

第１Ⅱ区表採

６
４．８

淡黄白色微

粒子

内底は施軸後払

きとられる。

畳付と外底は露
ム
ロ
Ⅲ
〃

淡緑色の透

明紬

内面は細か

く、外底は

やや荒い慣

入

内底にスタンプ

第１I区３ＧＩ層

７

直ロロ

縁

1４．８ 黄白色微粒

子

内外面とも薄〈

施紬される

淡オリーブ

色

内外面に極

めて細い慣

入

第１Ⅱ区６Ｇ

ＰｉｔｌＯ

８
５．４

白色微粒子 内底は施軸後払

きとられる。

高台際から外底

Iま露胎

淡黄白色

〃

外底の削り出し

Iま雑

第Ｖ区１ＧＩ層



直口口 ９．０

３
縁

碁笥底

４
皿

２．０

５

５．６

６

４．６

白色微粒子

〃

〃

白色のやや

粗粒

薄い失透粕

〃

畳付は露胎

薄い失透紬

畳付は露胎

〃

淡灰白色

なし
第１I区lＯＧ

Ｐｉｔ７

〃 〃

第１I区１Ｇm層

乳白色 畳付･に砂粒付着

〃

第１I区８Ｇ１層

淡黄白色 内外面に細

かい慣入

第１I区６Ｇ

Ｐｉｔｌ９

注Ｇ－グリット

遊具

第16図１５に示したもので、白磁小Ⅲの底部を高台脇から打ち欠いて円盤状に成形される。高

台および外底は露胎で、内面に黄白色の透明粕が施され、慣入を伴う。素地は淡黄白色粗粒で

やや生焼けである。第１Ⅱ区No.６グリットＰｉｔ４の出土。

３．染付

今回の調査で得られた染付はすべて明代の資料で、碗・Ⅲ・杯・壷・瓶の５器種が認められ

た。復元して全形の窮えるものない。

以下、前記の順序で略述する。

碗

碗は口縁部６点、胴部１点、底部５点を第17図に示した。ｌは口縁端が外反し詐鍔状をなす

もので、外器面に唐草文が施される。２は高台が若干外開きに造られるもので、内底部に観月

図を施文している。３は内底部に観月図とその周囲に２本の界線を廻らすもので、畳付は平担

に成形される。６は器外面に三葉状文と小円状の文様を交互に施す直口口縁碗である。５と７

は蓮子碗の底部と考えられるもので、５は内底部に蓮花文と界線が施される０７は内底部に絢

皮状文と界線を施文している。４は芭蕉文の施されるもので、完形において口縁部に波涛文を

描く蓮子碗の胴部になると思われる。８は口縁部に波涛文帯を有するもので、波涛文の上下に

各２本の界線が廻る。９と10は腰折れの直口口縁碗と考えられ、９は器外面口縁部に波涛文、

胴部にアラベスクを施文する。１０は器外面に飛馬文を施す。１１は１と同じ鍔状の口縁をなすも

ので、器外面胴部に唐草文、口縁端内面に四方翠文が施文される。１２は高台が比較的高くされ

内底部に唐草状の文様、外器面腰部に如意頭文を施す。

－３３－
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第７表染付碗観察表
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＝
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ＪＩ

「「
注Ｇ－グリット

皿

染付皿は４点を第18図１～３，５に示した。

１は内底部に蓮花文と２本の界線が廻るものである。器外面は高台に２本の界線を施し、腰

部に宝相華唐草文を施文するものであろう。呉須はやや鮮明に発色する。畳付は露胎で、高台

の内外に砂粒の付着がみられる。粕調は内外面とも淡青色を呈し、素地は白色微粒子である。

本品は第１II区NQ8グリットＩ層とNQ13グリットＩI層の接合資料である。

２は内底部に玉取獅子を描くもので、高台径は6.6センチをはかる。器外面の腰部には文様

－３６－

挿図番号

図版番号

径
高
径《口

口
器
高

呉緬(藍色）

の発色

施紬 和Ｉ調

文様構成

外面 内面

口
縁
部

服

部

腰

部

外
底
部

口
縁
部

服

部

内
底
部

備考

１

全般的に純
し、

内外面とも薄

く施紬される

が口縁端は厚

目に施粕

青白色 界
線

唐
草
文

界
線

第Ⅲ区６ＧＩ層

２
５．８

やや純く 、

部分的に黒

ずむ

高台内と畳付

は露胎

内底は極めて

薄く施紬

〃 ？
●

界
線

大
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の端部と界線がみられる。呉須の発色は全体的に鈍い。畳付は露胎で、淡青白色粕が施粕され

る。素地は白色微粒子である。第Ⅲ区NQ7グリットＩI層出土。

３は碁笥底の皿で、外面腰部の界線上に芭蕉文が施される。内面は内底部に菊花文、胴部に

界線と花文が施される。呉須の発色は鈍く、内外面の界線は淡い。腰部下位は露胎で、青白色

粕が施粕される。本品は志慶真門郭出土のⅢと文様が類以する。第１I区ＮＱ６ＣグリットII層。

５は口径が13.2センチの出土直口口縁の皿で、志慶真門郭出土のⅡ分類のⅢに属するもの

である。内面の口縁部に１本、胴部に２本の界線が施される。粕調は淡青白色を呈し、素地は

白色微粒子で堅固。第Ⅲ区ＮＱ６グリットＰｉｔｌｌ。

杯

第18図４に示すもので、高台径5.0センチの腰折れ杯である。文様は内底部に梅月文と界線

を施し、外面胴部に如意頭文と界線を描き、高台にも界線を施している。高台内外途中と畳付

は露胎で、灰白色粕が施される。素地は白色微粒子で、内底部に砂粒の付着がみられる。第１Ｉ

区ＮＯ２グリットＩ層の出土。

小壷

第18図６に示すもので、外器面に施される文様のモチーフは粕表面の風化のため判然としな

い。淡灰白色の粕調を呈し、素地は白色微粒子で、竪綴である。

瓶

第18図７は頚部資料で､雷文帯を施す｡呉須は比較的濃く発色しているが､黄濁した粕に被われ、

不明瞭である。素地は白色微粒子である。第１I区No.４グリットＩ層出土。

８は外器面に如意頭文の施される底部である。内底面の施粕は粗く、畳付とその周辺は燈褐

色を呈す。粕表面は20と同じく、黄濁した粕調を呈す。素地は白色粗粒で、堅微である。

第ⅡI区No.10グリットＩ層出土

９は外底面に「大明宣徳年造」の銘が記される脚台で、粕、施文法等から欺名の可能性があ

る。外器面にアラベスクと、その上下に各２本の界線を施している。畳付は露胎にされ、灰白

色の粕を施す｡内外面に慣入がみられる。素地は白色の粗粒である。第Ⅲ区NQ9グリットｌ層出

土。

４．褐粕陶器（第19図１～６．１２）

１は器壁が厚く、外反するものである。口径は12.0センチをはかる。器面には黄褐色粕が施

されるが、大部分は剥離している。素地は青灰色のやや粗粒で、練りが悪く胎土中に気泡が認
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められる。第Ⅲ区No.６グリットＰｉｔｌ４の出土。

２は口縁部が内傾し、端部で三角形状に肥厚するものである。暗褐色粕を施すが、口唇部は

蓋による磨滅のため露胎となっている。また、口縁内面も蓋による衝激で、器面が細かく剥落

している。外器面は細かい小孔がみられる。素地は灰色の粗粒である。推算口径10.0センチ。

第Ⅲ区No.６グリットＰｉｔｌＯの出土。

３は口径24.4センチの比較的大型の壷で、口縁部の断面が方形状をなすものである。素地は

灰褐色粗粒で、白色砂粒の混入が認められる。黄褐色粕が薄く施粘されるが、内面には露胎の

ところもある。第Ⅲ区NQ7グリットＩ層の出土。

４は口縁部を玉縁状につくるもので、黒褐色粕を薄く施される。素地は茶褐色を呈し、白色

微砂粒を混入している。第IINo､３区グリットII層の出土。

５は口縁部を欠失する小壷で、器外面に灰色粕を腰部まで施粕している。底部は僅かに揚げ

底にされ、内器面には鞭輔成形痕を残している。素地は青灰色の粗粒で、白色砂粒を多量混入

する。第１I区ＮＱ３グリット11層の出土。

６は袋物の胴部片で、器外面に唐草状の文様が施される。内面に粕は施されず、外面に淡い

オリーブ色の粕がかかるが､大部分は剥落している。また、粕は細かい慣入を伴う。素地は黄白

色の半磁胎である。第Ｖ区NO2グリットＩ層の出土。

１２は黄褐色粕を薄く施粕するもので、内面には鞭輔成形痕が認められる。素地は淡灰褐色の

粗粒子である。第Ⅲ区No.８グリットII層の出土。

５．三彩（第１９図７．８）

７は小片のため判然としないが、水鳥あるいは魚形の水指と思われる。緑および黄色粕が施

されるが、風化が著しく剥落している。素地は黄濁の半磁胎である。第Ⅲ区NQ10グリットＩ層

の出土。

８は内底に淡い緑色粕のかかるもので、緑粕あるいは三彩と考えられるが判然としない。内

底部は僅かに凸状をなし、その周囲に花文を施す。畳付と高台内は露胎にされ、乳白色粕が施

粕される。素地は白色微粒子で、堅く焼き締められる。高台径は5.6センチ｡第Ⅲ区ＮＱ６ａグリ

ットＩ層の出土。

６．緑粕（第１９図９）

器外面に唐草文の施される瓶の胴部片で、器体は胴継ぎによる成形技法でなされ、内面に継

ぎ目を残す。粕は薄く外面に施粕される。素地は白濁の半磁胎で、やや生焼きである。第Ⅲ区

ＮＱ６ａグリットＩ層の出土。
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一．
○

一

８．藷翠紬

第１９図11に示したもので、皿の底部と考えられる。畳付と外底内は露胎にされ、内外面に輩

翠粕を施す。内底部の粕はほとんど剥離している。素地は白色微粒子で竪い陶胎のものである。

９．備前焼楕鉢

第21図１．２に示した２点で、胴部資料である。ｌは内面に１１本の櫛描きがみられるもので

ある。櫛描きは６本単位の櫛で施されたものである。素地は粗粒子で、還元焼成され、灰色を

呈する。第１II区No.６．グリットⅡ層の出土。

２は内面に７本の櫛描きがみられるが、小破のため何本単位の櫛かは不明である。素地は粗

粒で、石英微砂粒と石灰質砂粒が見受けられる。器色は外面暗褐色、内面燈褐色を呈する。第

Ⅲ区ＮＱ６ａグリットＩ層の出土。

１０．土器

土器片は総数35点の出土をみたが、すべて胴部資料であった。志慶真門郭出土の土器分類に

従えば，類（千枚岩の破片を多量混入し、素地は泥質の微粒子である）３３点、ＩＩ類（石英、角

閃石、赤色の鉱物を混入し、素地は，類より密でねん性が強い）２点である。層位的にみてみ

ると,,層出土のものは24点であった。

１１．ガラス製品

ガラス製品は第20図に示す３点が得られた。１は頭部

を欠く勾玉で、緑色のソーダガラスでつくられる。器面

の風化が著しく、全面パチナに被われる｡第１I区No.３グリ

ットⅡ層の出土。２．３は小玉で、２は白色、３は緑色

の巻きガラスである。２は重量０．６グラム、第１区Nol

グリットｌ層の出土。２は０．１グラム以下の標品で、第Ⅲ

区ＮＱ６ｄグリットⅡ層の出土。

〆

０１二一。

７．瑠璃紬

第１９図１０に示した１点の出土で、碗と思われる。粕調は内面と外面上部に白磁粕、外面胴部

に瑠璃粕が施紬される。素地は白色微粒子で、堅く焼き占められる。第Ⅲ区ＮＱ６ｄグリットＩＩ

層の出土。

⑥

②⑫
１ ２

３

０ ３ｃｍ

一 一

第20図ガラス製品
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１２．石製品

キセルの雁首

第21図３に示したもので、外面と外底面に文様に文様を施している。外面は方向の異なる斜

沈線を格子目状に施し、外底面は有軸の羽状文を十字状に施文している。内面は丁寧に調整さ

れ、滑面を呈するが、内底部は雑にされる。第Ⅲ区６ａグリットＩ層出土。

砥石

砥石は第21図４．５の２点が得られた。４は琉球石灰岩を用いたもので、表裏面とも砥面と

して使用され、曲面を呈する。第Ⅲ区NQlOグリットＩ層出土。５は平面形が長方形状をなすもの

で、貢岩製である。表裏面とも使用されるが、裏面は表面に比して滑らかな面である。第１I区

３グリットＰｉｔ６の出土。

１３．骨製品

第21図６に示したもので、頭部を僅かに欠く箆状の製品である。刃部は両面より研ぎだされ

るが、片刃的な刃部となっている。表裏面および両側面は研磨されるが、徹底していない。本

品の中間部には直径２ミリ、長さ５ミリの鋲を慣通させている。現存長4.1センチ、幅1.1セ

ンチ、厚さ４ミリである。素材については不明である。第１I区ｌグリットＰｉｔｌの出土。

１４．貨銭

第21図７．８．９に示した３点が得られた。７は1078年に初鋳造された元豊通宝で、完形品

である。第１I区ＮｏｌグリットＰｉｔ６の出土。８は洪武通宝と思われるが、サビのため判然としな

い｡第IIINQ6aグリットＰｉｔｌＯの出土。９は無文銭で、第１II区No.１１グリットｌ層の出土。

１５．銅製品

第２２図１～４に示す４点が得られた。４点とも小破片のため、詳細については不明である。

１は断面が高台状をなし、平面形が弧を描くものである。第１Ⅱ区ＮＱ６ｄグリット１１層の出土。

２は角のあるもので、第Ⅲ区ＮＱ７グリットII層の出土。３は横断面が孤状を呈するものである。

第１I区No.6．グリットII層の出土。４は方形状の破片で、資料の右側に沈線が認められる。第Ｖ

区ＮＱ２グリットＩ層の出土。

－４２－
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１６．鉄製品

鉄製品は後代のものも含め60点余の出土があった。グスク時代に属する思われるもので、器

種の判別できたのは鉄釘だけであった。また、鉄津が４点得られた。

鉄釘

第22図１～１２に示すもので、すべて角釘であった。完形品５と６の２点で、他の資料は頭部

あるいは先端部を欠いている。１０．１１．１２の３点は横断面が四角状をなすものであるが、錆の

付着が著しく、鉄釘として判然としないものである。

溜状製品

第22図１３に示すもので、厚さ約５ミリの鉄板に溜状の凸起が付される｡第Ⅳ区ＮＱ６グリットⅡ

層出土。

箆状製品

身の厚さより幅の大きなもので、第22図１４と15に示した。１４は小型のもので、湾曲している。

第１II区NQ6グリットＰｉｔの出土。１５は身の長さ９センチのもので、頭部は厚く、身は先端部に向

かって厚さを感じている。第１I区No1グリットＰｉｔｌの出土。

鉄津（ＰＬ５８）

今回の調査で検出されたのは４点であるが、化学分析を行なってなく、そのため、鍛冶作業

あるいは製練作業のいずれから流出して出来た津なのかは不明である。１は第１Ⅱ区NQl6グリッ

トＩ層出土。２は第１II区ＮＱ６ｂｌ層出土。３は第１II区NQllグリットＩ層出土。４は第Ⅲ区NQ13

II層出土。

１７．食料残津

貝殻

貝殻は第８表に示すとおり、１０科13種の海産貝が得られた。３１グリット中の１８グリットで検

出されたが、散発的な出土状況であった。また、Ｉ層からの出土が多く、黒褐色土層中からの

出土は僅かに６点であった。出土量の少ないことから、他の場所に捨てたものと考えられる。
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－４５－

棲息地の記号は下記のとおりである。（棲息地については主に、白井祥平『原色沖縄海中動物

生態図鑑』1977年新星図書を参考にして他から補給した。

Ａ・潮間帯ａ，砂底ｆ・サンゴ礁

Ｂ・潮間帯付･近ｂ・細砂底ｇ・泥底

Ｃ・潮間帯下ｃ，砂磯底

Ｄ・浅海 ｄ，岩磯底

Ｅ、淡水・河川ｅ・岩礁

注記

獣骨

獣骨の出土量もそれほど多くなく、ウシあるいはウマ等の大型獣の骨が多い。他にイノシシ

海獣骨等が認められた。

魚骨

魚骨は７点の出土で、ハリセンボン、ブダイ、ベラ科、タイ科の４種が認められた。

第８表貝種別出土表

貝
種
恥

Ｉ区

１ ２ ４

Ｉ Ｉ 1１ Ｉ

1１区

２ ３ ４

Ｉ Ｉ 1１

Ⅲ 区

３ 6ｃ ７ ８ １０ 1２

Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ IＩ Ｉ Ｉ

Ⅳ区

２ ３ ４

Ｉ Ｉ 1１

Ｖ区

１ ２

Ｉ Ｉ

〈
ロ

計

１

２

ソデガイ

科

マガキガイ

ムカシタモト

１ １ ５

１

４ １ １ ２ １ 1６

１

ＡＣ

ａ

３
タカラ

ガイ科
ハナマルユキ １ １ ２ Ｃｄｅ

４
ア ツ
ガ
キ
イ科
ヅノテツレイシ

１

(１）
１

２

(１）
Ａｄ

５
イトマキ
ボラ科 イトマキボラ

１

(１）

１

(１）
Ｂｅ

６
シ ヤ
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第Ⅵ章まとめ

今回の調査は、今帰仁城跡の史跡指定地外に所在する石垣、方形石積遺構等の構築物の確認

と、集落跡の検出を行なった。その結果、前章までに既に記述したような成果が得られた。

昭和59年度に実施した第１次発掘調査では、第１区を除く４地区でＰｉｔ状遺構が検出された。

第１I区N０３．４グリットと､第１II区NC６．８．９．１０．１３グリットで比較的多くみられ、この２区

が集落跡である蓋然性は強いと考えられる。また、前記７グリットと第Ｖ区ＮＱｌグリットの遺構

検出層である黄褐色土層は、その層中に褐色土を混在しており、造成層と考えられた。第１Ｉ

区のＮＱ７グリットでは、石敷遺構が検出されたが、性格等を究明するにはいたらなかった。

遺物は青磁、白磁、染付、褐粕陶器等の中国製陶磁器、備前焼播鉢、土器、ガラス製品、石

製品、骨製品、貨銭、金属（鉄・銅）製品、鉄津等の人工遺物と、貝、獣魚骨等の少量の自然

遺物が得られた。検出された陶磁器類は、１３世紀後半から16世紀にかけてのものであるが、古

式のものは表土層からの出土で、遺物包含層あるいはＰｉｔ内より得られたのは１４世紀後半から

16世紀のものであった。

青磁は碗・杯・皿・盤・壷の５器種が認められ、１３世紀後半の朱光青磁をはじめ、１５後半か

ら１６世紀前半の細線刻蓮弁文碗まで得られた。白磁は碗・皿の２器種と、皿底部の転用品であ

る円盤状の遊具が得られた。１４世紀前半といわれる口禿碗とビロースクタイプの碗が検出され

たが、表土層からの出土であった。白磁の多くは１４世紀後半から16世紀に属する。染付は明代

の資料が得られ、碗・Ⅲ・杯・小壷・瓶等の16世紀のものである。その他の中国陶磁器として、

褐粕陶器・緑粕・三彩・五彩・詣翠粕・瑠璃粕等が出土している。

中国以外の輪入陶磁器として、備前焼播鉢の胴部片が２点得られた。

土器は35点と少なく、志慶真土器分類のＩ類に属するものが33点、ＩＩ類は２点であった。黒

褐色土層出土のものが24点と多かった。

ガラス製品は勾玉の頭部欠損品１点、小玉２点の出土があった。石製品は文様の施されるキ

セルの雁首と砥石が得られた。骨製品は刃部を有する長方形の箆状製品で、身の中央部に鋲

が慣通している。貨銭は３点の出土があったが、銘の記されるものは２点で､、判読できたのは

元豊通宝の１点であった。銅製品は小破片のため、用途不明の４点が得られた。鉄製品は比較

的多く検出されたが、用途の判別できたのは鉄釘だけであった。また、鉄i幸が第１Ⅱ区のNQ6d、

６ｂリグリット、第Ⅳ区No.４グリットで検出されており、鍛冶の存在が考えられる。

自然遺物は貝殻と獣魚骨が得られた。貝殻は10科１３種が認められたが、量的に少なく、別の

地点に捨てたのか、あるいは貝類に対する衣存度の低下の結果なのか、今回の調査では判明し

なかった。また、獣魚骨の出土量も少なかった。本調査では、土洗浄を行なってなく、炭化米・

麦等の検出はなかった。

－４６－



次に、城跡の周辺に所在する石積遺構は、東区で２基、西区で８基が確認され、また、東区

の県道沿いには石垣、土留め石積み等が比較的良好な状態で残っていた。また、旧道の調査も

あわせて行なった。

旧道は時代については不明であるが、総延長300ｍ残っている。城跡へ通ずることより、グ

スクが機能していた傾からのものと考えられる。道は２～４，幅で、傾斜地には階段を設け、

縁石を伴うものである。また、自然岩の平場を利用、平担地では小磯を敷くなどの工夫が為さ

れる。道の両側には松が植栽され、景観をそえている。

石積遺構はこれまで「ミームングスク」や「シニグンニ」などが知られていたが、今回の調

査で新たに４箇所の丘陵で計８基が確認された。遺構は共通していずれも丘陵頂上部に築かれ

各遺構間で視認できる位置関係にある。

石垣および土留め遺構は、城跡北西から北側にかけての平地でみられ、第１次調査区の第１Ｉ

.Ⅲ区と同じく、集落跡が想定される。

以上のことから、今帰仁城跡周辺には多くの関連すると考えられる遺構が存在していること

から、適正な保存が講じられるよう関係機関の一層の努力が必要である。

－４７－
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ＰＬ、２第１I区
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ＰＬ，５第Ⅲ区の代採作業状況

ＰＬ、６第１号石積遺構の代採作業状況
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ＰＬ、７発掘調査状況

ＰＬ、８発掘調査状況
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ＰＬ，９第１区No.２グリツトの層序(南壁）

ＰＬ,１０第１I区No.３グリツトの層序(北壁）
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ＰＬ,１１第１I区Nq4グリツトの層序(東壁）

ＰＬ､１２第Ⅲ区No.６グリツトの層序(東壁）
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ＰＬ､１５第Ⅵ区No.５グリツトの層序(南壁）

ＰＬ１６第Ｖ区ＮＱ２グリットの層序(北壁）
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ＰＬ､１７第１I区No.３グリツトのＰｉｔ状遺構検出状況
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ＰＬ,１９第ⅡI区No.６グリツトのＰｉｔ状遺構検出状況

ＰＬ､２０第Ⅲ区No.７グリツトの石敷遺構検出状況
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ＰＬ､２７旧道の縁石、北側より

ＰＬ,２８旧道。石敷の検出状況、南側より
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ＰＬ２９第１号石積遺構(ミームングスク)、西側より

ＰＬ３０第１号石積遣構(ミームングスク)、北西側より
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ＰＬ,３１第２号石積遺構(シニグンニ)、西側より

ＰＬ､３２第２号石積遣構(シニグンニ)、南側より
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ＰＬ､３３第３号石積遺構、東側より

ＰＬ,３４第４号石積遣構Ａ、東側より
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ＰＬ､３５第４号石積遣構Ｂ、西側より

ＰＬ,３６第４号石積遣構Ｃ、西側より
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ＰＬ３７第５号石積遣構(ターラグスク)、南側より

ＰＬ３８第６号石積遣構(チンマーサ)Ａ、南側より
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ＰＬ､３９第６号石積遺構(チンマーサ)Ｂ、東側より
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ＰＬ４１第６号石積遺構(チンマーサ)Ｃ、北側より

ＰＬ､４２第７号石積遣構、西側より
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